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今
春
本
学
を
卒
業
し
た
学

生
の
う
ち
、
就
職
を
希
望
し

た
学
生
の
就
職
率
（
就
職
希

望
者
就
職
率
）
は
４
年
連
続

で
前
年
度
を
上
回
り
、
99
・

１
％
だ
っ
た
。
99
％
を
超
え

た
の
は
１
９
９
０
年
度
卒
以

来
34
年
ぶ
り
。

　
学
部
別
で
は
す
べ
て
の
学

部
で
前
年
を
上
回
り
９
割

超
。
な
か
で
も
人
間
科
学
部

は
２
年
連
続
で
１
０
０
％
を

達
成
し
た
。
男
女
別
で
は
法

女
子
、
経
営
女
子
、
ネ
ッ
ト

情
報
女
子
、人
間
科
学
男
女
、

国
コ
ミ
ュ
女
子
が
１
０
０
％

だ
っ
た
。
学
生
優
位
の
売
り

手
市
場
が
継
続
し
た
こ
と
が

高
い
就
職
率
に
つ
な
が
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　
一
方
、
卒
業
生
全
体
に
占

め
る
就
職
率
の
割
合
を
示
す

卒
業
者
就
職
率
は
前
年
比
１
・

９
㌽
増
の
86
・
７
％
。
卒
業

後
の
進
路
が
多
様
化
す
る
な

か
で
も
、
就
職
環
境
の
良
さ

か
ら
就
職
を
選
択
す
る
学
生

が
増
加
し
て
い
る
。

　
業
種
別
で
は
、
前
年
度
ト

ッ
プ
だ
っ
た
情
報
通
信
業
は

６
７
８
人
。
卸
売
・
小
売
業

は
４
８
４
人
で
い
ず
れ
も
減

少
し
た
。

　
教
育
関
係
・
公
務
員
は
前

年
度
比
19
人
増
の
４
２
５
人

で
、
な
か
で
も
地
方
公
務
員

は
前
年
度
比
36
人
増
の
２
６

６
人
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
人
材
派
遣
業
や
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
業
な
ど
を

含
む
「
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

業
」
が
７
２
５
人
と
最
も
多

く
、
就
職
先
の
多
様
化
を
表

す
結
果
と
な
っ
た
。

　
学
科
別
で
見
る
と
、
情
報

通
信
は
ネ
ッ
ト
情
報
の
53
・

２
％
を
は
じ
め
、
経
営
、
日

本
文
学
文
化
で
２
割
超
。
教

育
・
公
務
は
法
律
、
日
本
文

学
文
化
、
歴
史
、
環
境
地
理

で
２
割
を
超
え
た
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
で
は
マ
ス
コ
ミ
が

最
も
多
く
25
・
９
％
だ
っ
た
。

学部 全体 男子 女子

経　済 99.4 99.6 98.8
1.0 1.5 -0.6

法 99.0 98.4 100.0
0.3 0.3 0.5

経　営 99.8 99.7 100.0
1.4 1.5 1.3

商 99.3 99.4 99.2
1.5 1.7 1.1

文 98.3 97.4 99.2
0.7 -1.0 2.2

ネット
情　報

97.4 96.5 100.0
0.8 1.3 0.0

人間科 100.0 100.0 100.0
0.0 0.0 0.0

国　際
コミュ

99.0 96.3 100.0
0.1 -3.7 1.6

全学部 99.1 98.8 99.5
0.9 0.8 1.0

（％、下段は前年度比増減、㌽）

学部別就職希望者就職率
就
職
だ
よ
り

〈
４
年
次
生
の
皆
さ
ん
へ
〉

　
２
０
２
６
年
３
月
卒
業
予

定
者
を
対
象
と
し
た
学
内
企

業
説
明
会
を
、
７
月
17
日

（
木
）
、
18
日
（
金
）
に
生
田
・

神
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま

す
。
採
用
意
欲
の
高
い
企
業

70
社
が
参
加
予
定
で
、
各
社

30
分
の
ブ
ー
ス
形
式
に
て
説

明
を
行
い
ま
す
。
就
職
活
動

を
継
続
し
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、「
内
定
は
あ
る
が
納
得

感
の
あ
る
企
業
と
出
会
い
た

い
」
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
就

職
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
｜
ｎ

ｅ
ｔ
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
３
年
次
生
の
皆
さ
ん
へ
〉

　
こ
の
夏
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
仕
事
体
験
な
ど
に
参

加
さ
れ
る
方
は
、
マ
ナ
ー
や

服
装
、
基
本
的
な
準
備
を
し

っ
か
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

参
加
の
際
は
、「
何
を
学
ぶ

か
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
意
識
し
た
行
動

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
経

験
を
通
じ
て
得
た
気
づ
き

が
、
今
後
の
就
職
活
動
に
大

き
く
つ
な
が
り
ま
す
。

　
５
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た

「
専
修
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
」に
は
、

延
べ
２
０
０
０
人
以
上
の
学

生
や
保
護
者
が
参
加
し
、
好

評
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
実
施
さ
れ
た
ミ
ニ
講
座
の

一
部
を
、
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画

と
し
て
順
次
公
開
中
で
す
。

当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
講

座
や
、
も
う
一
度
復
習
し
た

い
内
容
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

視
聴
く
だ
さ
い
。

﹇
現
在
配
信
中
・
公
開
予
定

 

の
人
気
講
座
（
一
部
）﹈

〇
新
し
い
就
活
の
す
す
め
方

〜
働
く
・
暮
ら
す
場
所
か
ら

考
え
て
み
る
〜

〇
隠
れ
優
良
企
業
の
見
つ
け

方〇
履
歴
書
・
Ｅ
Ｓ
の
書
き
方

（
イ
ン
タ
ー
ン
用
）／
面
接
の

イ
ロ
ハ
／
筆
記
試
験
・
Ｓ
Ｐ

Ｉ
理
解
ガ
イ
ダ
ン
ス

〇
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｉ

Ｔ
・
食
品
・
広
告
業
界
な
ど
）

　
視
聴
方
法
や
詳
細
は
、

「
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
」
に
掲
載
中

の
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■農・林・漁・鉱・建設 ■製造 ■卸売 ■小売 ■金融 ■運輸・不動産 ■教育・公務 ■マスコミ ■情報通信 ■他の業種

（単位 ％）2024年度卒業生　学科・業種別就職状況

1.91.9 11.511.5 1.91.9 3.83.8 5.85.8 1.91.9 19.219.2 17.317.3 32.932.93.83.8哲学

1.81.8 9.99.9 10.310.3 4.94.9 10.810.8 9.49.4 16.616.6 1.81.8 10.310.3 24.224.2生活環境経済

2.12.1 8.58.5 8.58.5 10.110.1 3.73.7 10.110.1 12.212.2 2.62.6 14.314.3 27.927.9国際経済

3.53.5 6.06.0 5.55.5 4.94.9 7.57.5 10.010.0 25.525.5 1.11.1 11.511.5 24.524.5法律

3.63.6 10.810.8 7.27.2 3.63.6 15.815.8 5.05.0 15.115.1 2.92.9 13.713.7 22.322.3政治

5.45.4 7.97.9 7.07.0 5.75.7 6.06.0 12.012.0 7.67.6 1.91.9 20.920.9 25.625.6経営

3.43.4 10.910.9 12.612.6 9.29.2 3.43.4 7.57.5 3.43.4 8.08.0 19.019.0 22.622.6ビジネスデザイン

2.72.7 8.18.1 11.011.0 9.19.1 11.011.0 6.76.7 5.15.1 2.42.4 14.514.5 29.429.4マーケティング

2.92.9 5.85.8 8.28.2 2.32.3 12.312.3 4.74.7 4.74.7 0.00.0 16.416.4 42.742.7会計

1.21.2 6.06.0 6.06.0 7.17.1 0.00.0 3.63.6 20.220.2 7.17.1 28.628.620.220.2日本文学文化

0.90.9 5.55.5 7.37.3 9.29.2 3.73.7 11.911.9 13.813.8 0.90.9 7.37.3 39.539.5英語英米文

1.81.8 8.98.9 10.710.7 7.17.1 5.45.4 3.63.6 10.710.7 1.81.8 16.116.1 33.933.9心理

0.90.9 8.98.9 8.08.0 8.98.9 3.63.6 7.17.1 24.124.1 2.72.7 15.215.2 20.620.6歴史

7.57.5 5.05.0 7.57.5 5.05.0 2.52.5 5.05.0 25.025.0 2.52.5 10.010.0 30.030.0環境地理

3.63.6 8.98.9 0.90.9 7.17.1 5.45.4 7.17.1 9.89.8 25.925.9 11.611.6 19.719.7ジャーナリズム

2.72.73.83.8
2.72.7

2.72.7
1.11.1

2.22.2 7.57.5 5.45.4 53.253.2 18.718.7ネットワーク情報

8.58.5 8.58.5 6.86.8 5.15.1 10.210.2 3.43.4 16.916.9 28.728.75.15.16.86.8日本語

3.93.9 10.910.9 7.87.8 8.58.5 3.93.9 10.110.1 12.412.4 3.93.9 17.817.8 20.820.8社会

0.80.8 8.58.5 17.717.7 3.13.1 7.77.7 9.29.2 4.64.6 5.45.4 14.614.6 28.428.4異文化

4.74.7 10.710.7 7.77.7 6.96.9 14.214.2 3.03.0 14.214.2 1.71.7 14.614.6 22.322.3現代経済

４年連続増　34年ぶりに99％超

99・1％
24年度就職
希望者就職率

　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
が
今
年
度
か
ら
開
講
す

る
新
講
座
「
ビ
ジ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
５
月

６
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

始
ま
っ
た
。
全
学
部
・
学
年

が
対
象
で
、
７
月
15
日
ま
で

隔
週
で
開
催
。
社
会
情
勢
の

イ
ン
プ
ッ
ト
や
受
講
者
同
士

の
対
話
を
通
じ
て
、
変
化
が

激
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る

「
未
来
を
描
き
、
実
現
す
る

力
」
を
身
に
つ
け
る
（
生
田

は
後
期
開
講
）。

　
講
師
を
務
め
る
の
は
、
本

学
Ｏ
Ｂ
で
、
在
学
中
は
体
育

会
レ
ス
リ
ン
グ
部
で
活
躍
し

た
与
那
覇
竜
太
さ
ん
（
平
29

経
営
）。
現
在
は
ブ
レ
イ
ク

セ
コ
ン
ド
株
式
会
社
を
起
業

し
、
組
織
開
発
や
キ
ャ
リ
ア

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
６
月
３
日
の
講
義
テ
ー
マ

は
、「
理
想
の
未
来
を
描
く

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
」。

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
う
え
で
重

要
な
「
創
造
的
緊
張
」「
感

情
的
緊
張
」
の
概
念
や
、

「
ス
ル
ー
タ
イ
ム（
俯
瞰
）」

「
イ
ン
タ
イ
ム
（
臨
場
）」

と
い
う
二
つ
の
時
間
の
捉
え

方
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
座
学
を
踏
ま
え
、
２
人
１

組
に
な
っ
て
体
験
型
ワ
ー
ク

に
取
り
組
ん
だ
。
教
室
の
通

路
を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
見
立

て
、
時
間
軸
を
意
識
し
て
歩

き
な
が
ら
、「
実
現
し
た
い
未

来
」
を
イ
メ
ー
ジ
。
過
去
を

見
つ
め
直
し
、
未
来
を
思
い

描
く
な
か
で
感
じ
た
こ
と
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
話
し
合
っ

た
。

　
参
加
し
た
見
目
拓
斗
さ
ん

（
法
３
）
は
、「
体
を
動
か
し

な
が
ら
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
で
、
そ
こ
ま
で
の
距

離
感
を
実
感
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ビ
ジ
ョ

ン
を
考
え
る
こ
と
は
、
人
生

の
方
針
や
道
筋
を
立
て
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
就
活
な
ど

で
迷
っ
た
際
に
も
役
立
つ
と

思
う
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

新
講
座「
ビ
ジ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
未
来
描
く
力
」磨
く

理
想
の
未
来
を
描
く
た
め
の
考

え
方
を
講
演
し
た
与
那
覇
さ
ん

通路をタイムラインに見立てて

行った体験型ワーク

　
育
友
会
主
催
の
就
職
懇
談
会
が
６

月
28
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
た
。
大
勢
の
ご
父
母
・
保
護
者
が

参
加
し
、
現
在
の
就
活
事
情
や
本
学

の
支
援
体
制
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。

　
内
定
を
得
た
４
年
次
生
の
富
谷
航

大
さ
ん
（
ネ
ッ
ト
情
報
）
と
濱
辺
百

華
さ
ん
（
国
コ
ミ
ュ
）、
卒
業
生
の

内
川
春
希
さ
ん
（
令
３
経
済
）
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
三
者
三
様
の
就
活
体
験
が
語
ら

れ
た
。

　
約
40
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
に
参
加
し
た

濱
辺
さ
ん
は
、
週
２
回
は
必
ず
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
課
に
通
っ
た
。「
不

安
に
な
っ
た
と
き
、
職
員
か
ら
の

『
ら
し
さ
を
大
事
に
し
て
ね
』
と
い

う
言
葉
に
助
け
ら
れ
た
」
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。

　
本
学
卒
業
生
２
人
に
よ
る
講
演
も

行
わ
れ
た
。
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

人
事
本
部Recruiting

部
ビ
ジ
ネ
ス

職
採
用
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
金
子
卓

哉
さ
ん
（
平
27
法
）
は
、
採
用
担
当

者
の
視
点
で
語
り
、
問
題
解
決
力
の

重
要
性
を
伝
え
た
。

　
現
在
、
消
防
設
備
点
検
業
界
で
働

く
佐
藤
康
平
さ
ん
（
平
28
文
）
は
、

「
意
識
高
い
系
専
大
生
の
『
そ
の

後
』」
と
題
し
て
講
演
。
佐
藤
さ
ん

は
６
社
か
ら
内
定
を
獲
得
し
、
新
卒

で
大
手
旅
行
会
社
に
就
職
。
し
か
し

20
代
前
半
は
短
期
間
で
の
転
職
を
繰

り
返
し
た
。
講
演
で
は
、
数
々
の
失

敗
を
踏
ま
え
、
改
め
て
自
分
の
適
性

を
見
つ
め
直
し
た
こ
と
で
天
職
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
語
り
、「
大
切

な
の
は
、
就
活
の
成
功
で
は
な
く
、

『
そ
の
後
』」
だ
と
強
調
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
最
新
の
就
活
動
向
や

公
務
員
試
験
講
座
に
つ
い
て
の
講
演

も
あ
り
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
熱
心
に
聴
い
て
い
た
。

４年次生と卒業生によるパネルディスカッション

多
く
の
会
員
ら
が
熱
心
に
話
を
聴
い
た

最
新
の
就
活
事
情
知
る

育
友
会
就
職
懇
談
会


